




The Brief History of Housing Studies Department, 




































































































つ家― 1988年度 1年生』（図 2）、つづいて『余暇をすごす家―共栄学園短期大学住居学













































































































































































妹島和世）で優秀賞 1名、佳作 2名が出ている（図 14、15）。さらに、1996年は京都西陣


























【図 19：1997 年作品集】「ECOLOGY HOUSE 
SYSTEM21」『住まいの達人コンペ』建設大臣賞
【図 20、21：1997年作品集】









2ルート制前半期の 5年間（1994－ 98）である。この前半期に 12の学外の設計競技にの
























































































































































ニーズも徐々に増加し、2004年には「インテリア CAD」として Vector Worksを用いた
インテリアルート向けの CAD科目を新設することになった（他ルートの学生も履修可能）。
　2000年度より第一コンピュータ室では DRA-CAD、住居学科専用 CAD室（履修制限に













設計製図Ⅱ課題のVector Worksによる 2D／ 3D入力。
【図 46：1999年度作品】「美術館」建築ルート設
計製図Ⅱ課題の Vector Worksによる 2D／ 3D入力。
【 図 47：1999 年 度 作 品 】「Chain/unchain Ring City 
Project」。春日部市内の大規模集合住宅のリニューアル計画。
エスキスと同時進行で CADを用いた最初の作品。








ト設計製図Ⅱ作品「小住宅」の Vector Worksによる 3D入力。
　―　44　― ―　45　―
共栄学園短期大学・住居学科小史
　当時あえて DRA-CADと Vector Worksという 2種類もの CADを揃えたのは、DRA-
CADがいわゆるライン指向 CADであるのに対して、Vector Worksがオブジェクト指向
CADの代表格であることを鑑みて、この二つのタイプの CADに触れていれば就職先で
も応用が利くであろうという判断であった。2年次には DRA-CADか Vector Worksを選





　DRA-CADと Vector Worksの併用は 2003年に Auto-CADが導入されるまで続いた。
現在は 1年次の基礎 CAD（必修）が Auto-CADによる図面のトレース、2年次の CAD
科目（選択）が Vector Worksで、3Dの家具等の入力操作・自分自身の設計製図作品の
CAD入力（2Dおよび 3D）である。2002年度の CAD作品集が 2ルート制最後の CAD作
品集となり、以後は CAD作品も設計製図作品集の中に吸収されている。
【図 52：2001年度作品】建築ルート設計製図Ⅱ「都
























































































































インテリアプランナー 4名、福祉住環境コーディネーター 7名、（2級）建築士 20名となっ
ており、複数資格に関心を持つ者も多い。その他に関心を持っていること、期待している
こととして「絵を描くことやデザインが好き／充実した実習が楽しみ」など、デザイン教





















































































ルから「年度」を取り 1996年 3月までの作品集という意味で 1996年版としてる。以下、


















































『KYOEI GAKUEN JUNIOR COLLEGE HOUSING STUDIES DEPARTMENT』共栄学
園短期大学住居学科編 1998年頃作成、改訂を繰り返しながら 2、3年間使用
『共栄学園短期大学住居学科　インテリアルート、建築ルート、福祉住環境ルート』2002
年編共栄学園短期大学住居学科編
『住居学科卒業生の活躍と就職状況　OB&OG MESSAGE』短大学校案内パンフレットよ
り抜粋 2003年編
『共栄学園短期大学・住居学科　建築・インテリア・福祉住環境』2004年共栄学園短期大
学住居学科編
ただし、カラーコピーで学科説明を行っていた時期のパンフレットは除く。
　―　54　― ―　55　―
共栄学園短期大学・住居学科小史
　―　56　―
共栄学園短期大学研究紀要　第 22号　2006
―　57　―
【参考資料：生活学科住居学専攻・住居学科カリキュラム変遷その 1　家政学系科目一覧】
　―　56　― ―　57　―
共栄学園短期大学・住居学科小史
凡例：
●…必修科目
◎…選択必修科目
△…選択科目
講…講義科目
演…演習科目
実…実習科目
＊末尾の数字は単位数を示す
例　●講 2…必修講義科目 2単位
　　△演 1…選択演習科目 1単位
→…継続
∥…名称、必修・選択の指定など
なんらかの変更があることを示す
　―　58　―
共栄学園短期大学研究紀要　第 22号　2006
―　59　―
【参考資料：生活学科住居学専攻・住居学科カリキュラム変遷その 2　住居学基幹科目一覧】
　―　58　― ―　59　―
共栄学園短期大学・住居学科小史
凡例については、カリキュラム変遷 1に従う
　―　60　―
共栄学園短期大学研究紀要　第 22号　2006
―　61　―
【参考資料：生活学科住居学専攻・住居学科カリキュラム変遷その 3　住居学分野別科目＋ CAD科目一覧】
　―　60　― ―　61　―
共栄学園短期大学・住居学科小史
【参考資料：生活学科住居学専攻・住居学科カリキュラム変遷その 3　住居学分野別科目＋ CAD科目一覧】
凡例については、カリキュラム変遷 1に従う
